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[288章](B.299章， C.I0992・11036，K.305章)

ユディシユティラは言った。

(1) 賢者たちは，この世で，真実，忍耐，自制，英知を称賛する，祖父よ。あなたはこ

のことをどう考えるか。 (Cf.Hara[2000]p.159) 

ピーシュマは言った。

(2) 私は，ここで汝に古語を語ろう。サーディヤ神たちとハンサの対話を，ユディシユ

ティラよ。

(3) 不生にして永遠のブラジャーパティは美しいハンサとなって，三界を廻った。そし

てサーディヤ神たちに近づいた。

サーディヤ神たちは言った。

(4) 烏よ，我々はサーディヤ神たちである。あなたに尋ねたい。あなたに解脱の教えを

お聞きする。あなたはまことに解脱を知る者である。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: p.255. 

hypermetric sloka) 

(5) 我々には，あなたは知恵あり，思慮深く語る者と聞こえている。 感嘆の戸が汝に降

りそそぐに烏よ。あなたは，何を最も優れていると考えるか，再生族よ。あなたの

心は何に喜ぶのか，偉大な方よ。(韻律 Upajati)

1本稿は 「叙事詩の宗教哲学-Mok~adharma-parvan 朝日訳研究 (XXXII)ーJ (信州、!大学教育学部研究論集第 6号

(本号))に続くものである。略号などは前稿に準ずる。なお本号で用いる主なものは下記のとおりである。

• Hopkins[1901]: E.W. Hopkins， Yoga-technique in the Great Epic， JAOS. vo1.22， 1901， pp.333-379. 

• Hopkins[Great Epic]: E.W. Hopkins， The Great Epic of India， Its Character and Origin， 1901， Reprint 
Caluctta 1978. 

• Edgerton[1965]: F.Edgerton， The Beginnings of Indian Philosophy， London， 1965. 

・中村ロ000]:中村了昭「マハーバーラタの哲学解脱法品原典解明J(下)平楽寺書居2000.

• Hara[2000]: Minoru Hara， Two notes on the word upαnt?αd in the Mahii-bharata， Studia Indologiczne， 7， 
Warzawa， 2000， pp.157-167 

・Hara[2001]:Minoru Hara， Hindu Concepts of anger: manyu and krodha， Serie Orientale Roma XCII，1， 
Rome， 2001， pp.419-444. 

2p. sadhusabdaりpatate B. sadhusabdas carate K. sadhu年sabdascarate 
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(6) すぐれた鳥よ，もろもろの為すべきことの中で，あなたが最もすぐれていると考え，

それを行なえば，人はこの世でのあらゆる束縛から速やかに解放されるものを一つ，

我々がなすべきことして教示すベし，力強い鳥よ。(韻律 Tristubh)

ハンサは言った。

(7) 甘露を飲む者たちよ九私は，苦行・自制・ 真実・自己の保護 (atmabhigupti)を為す

べきことと聞いている九心のもろもろの耕専を5すべて解いて，好ましいことと好ま

しくないことを自分の支配下へと導くべし60 (Cf.Hara[2000]: p.159) (韻律 (Tri~~ubh)

(8) (他人を)傷つけてはならない7。嘘を言つてはならない。劣った者から，最後のも

の (?para)を奪つてはならない九他の者が恐れる不快な9地獄に堕ちるような10言葉

を語るべきではない。 (Cf.MBh.I.82.8，Manu Smrti 2.161) (韻律 Upajati(?))

(9) もろもろの言葉の矢は口から飛んで行く。それらに当った人は日夜悲しむ。それら

は，他の人の急所でないところには当らない。賢者は (pa刊ita)それらのことばを他

のλ々 に発すべきではない。(IndischeSpru che， No.6018) (韻律 Upajati)

(10) 他の者がかの賢者を過激な言葉の矢でひどく傷つけても (vidhyet)，そこでは寂静こ

そが為されるベし。(なぜならば〕苛々させられても我慢する11者は，他者自身の善行

を獲得する(からである)0(韻律 Tristubh)

(11) (他の人々 からの)罵奮と敵意から12引き起こされた苦痛を伴う 13，燃え上がる怒り

を抑え，よこしまならぬ心をもち14，心喜び，悪意なき者は，他の人々の善行を獲得

する。 (Cf.Hara[2001]:fn.47) ((自員律 Tristubh)

(12) 怒鳴られても私は何も言わない。叩かれでも常に私は耐える。何故ならば，忍耐

が15，そして真実，正直，思いやりが最もすぐれていると，高貴な人々が言ったから

である。 (Cf.Hara[2000]:p.159) (韻律 Upajati(?))

3amrtasaり Cn. amrtasaJ:t. amrtabhujaJ:t / (amrt話めとは， 甘露を食する者たちである)

4P..B.: srnomi K. sdrnudhvam 

5granthin Caよn..Cp.:granthin. ragadin / ( iもろもろの束縛を」とは，報l着などである)

6(DeussenはKathaUp.6.15の参照を示唆している。

7naruntudaりsyan Cn.削刷da与，marmacchit / ( i傷つける」とは.急所をつく.という意味である) Cs・

atiduり加avacanaり/(極めつけの悪人の言葉である)

8na hinataりparamabhyadita paramの意味がはっきりしない。 Cn.param， sastr町ahぉyam/ (paramとは.

秘控?の教義である) Ganguli: One should never take scripturallectures from a person that is mean. Deussen:nicht 

nehme er das hochste [das Brahmanwissen] von einem Niedringem an Buitenen (1.82.8): Nor exωrt the last from 

a lowly man(vol.1.p.197.19) 上村訳:劣ったものからあまりに多くを奪つてはならぬ(第 1巻 p.335)

9p. rusatim 8.. usatim K. usatim 

10papalokyam Cn. papalokya'1l. nar法apradam/ ( i地獄に堕ちるような」とは.地獄をもたらす，という意

味である) Cs. narakalokanimittabhutam / (地獄界の原因となる.という意味である)

11 P. pratimr~yate B.，K.: pratihr~yate 
12p. k号epabhimanad B.，K.: k~epàyamãJ:tam 

13abhi号angavyalika'1l Cn. ahi~angavyalïkam ， ahinivesavaiiad apriyam / (abhi~angavyalïka'1lとは.愛着の支配
による不快を，という意旅である)

14p.，K.: adustaceta B. adrstaceta 

15p. hy etat k~amam apヴ B.，K.:hy etad yat k~amam 
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(13) ヴェー夕、、の秘密の教え (upani~ad) は，真実である.真実の秘密の教えは自制である。

自制の秘密の教えは解脱である。これが一切の教えである。 (Cf.Hopkins[GreatEpic]: 

p.123; Hara[2000]: p.159) 

(14) 言葉の攻撃 (vega)，心の怒りの攻撃，所有欲の攻撃16，食欲と性欲の攻撃，これら

もろもろの大きな攻撃に耐える人を，私はバラモンと，そして尊者と考える。(韻律

Salini(?)) 

(15) 怒りなき人は，怒っている人々よりも 17すぐれている (visista)。忍耐ある人は，忍

耐なき人よりもすぐれている。人は人でないものよりもすぐれている。同様に知者

は18無知な者よりもすぐれている (pradhanaり)0(Cf.MBh.I.82.6; Hopkins[Great Epic]: 

p.289; The Hypermetric Tri号!ubh)(韻律 Tri~Çubh)

(16) 非難されても非難してはならないo (~同船こ)耐える人の怒りが19非難する者を焼

きつくす。そして(耐える人は)この(非難する)者の善行を獲得するのである。

(Cf.MBh.I.82.7) 

(17) 大戸で非難されても褒められでも (atyuktaり).不快なことも心地よいことも言わな

い人，あるいは叩かれても，堅固さを保って，叩き返さない人，そしてその日日いた者に

罪悪(が生じるの)を望まぬ人，神々は， 常にそのような人をうらやむ。(韻律 Salini)

(18) より劣った者，すぐれた者， そして同等の者から，軽蔑され，叩かれ， 非難されて

も，許すベし。こうして成就 (siddhi)に至るであろう。

(19) 私は低く見られでも20常に高貴な人々を敬う。私には所有欲もなく怒りもない210

そしてまた私は，ものを得ょうと願って道を逸れる (paraimi)ことはない。そして不

正に22何かに近づくことはない。(韻律 Upajati)

(20) 私は呪われても何も呪い返さない。なぜ、ならば自制がこの世における不死の門と知つ

ているから。次に秘密のプラフマン(言葉)を汝に語ろう23.人よりもすぐれたものは

何も存在しない。(韻律 Tristubh)

(21) 月が雲々から離れるように，もろもろの罪悪から開放され，汚れのない堅固な者は，

(死の)時を願いつつ，堅固さによって成就するのである。

16p. vivitsavegam B.，K.: vidhitsavegam 

17p..K.: krudhyataf"!l B. krudhyata MBh.I.82.6: krodhanebhyo 

18p..K.: jnanavan B. j白anavid MBh.1.82.6: vidvaf"!ls 

19p. manyur eva B. manyur enaf"!l K. manyur evaf"!l恥lBh.1.82.7・mayureva 

20nibhrω'py N. nibhrto 'pi piirl)o 'pi / (nibhfto 'piとは，満たされていても，という意味である)Ganguli: 

Though all my objects are fulfilled. (voI.lXX，p.371) Deussen: wenn ich sie (die Edlen) nicht notig habe， (p.589) 
21 P. na me vivitsa na ca me 'sti ro与ah B.，K.: na me vidhitsolSahale na ro寺al) Ca. vidhitsa vyadheり凶pam，

t対anecchetyarthaり/(vidhitsaは語根 vyadhの派生語である。打つことを望む.という意味である)
22p.，K.: vi号amel)a B. vi号ayel)a

23p. vo bravimi B.，K.: bravimi (10 syllablesl K.は音韻的に不規則なB.と同じ読みをしている。
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(22) 水辺に(?utsecane)生じた木のように24あらゆる人々の尊敬の対象であり，人々が

よき称賛の25言葉を語る人 このような人は 自己を制御して神々のところに赴く。

(韻律 Tristubh)

(23) 詮索する者たちは26人のもろもろの性格の中で徳性なきもの (nai弔問yam)を語りた

がる。しかし，そのようには，人のもろもろのすぐれた性格は語りたがらない。

(24) 言葉と心を保護し，常に正しく集中し (samyakpral)ihite)た人は，諸ヴ、エーダ，苦

行，棄却，この一切(の果報)を27得るであろう。 (Cf.ManuSmrti 2.160) 

(25) 目覚めた者は，非難されても軽蔑されても，目覚めぬ者によって成長する28。それ

ゆえ(目覚めた者は)他(の目覚めぬ)者を増長させるべきではなく (?)29，また自分を

傷つけてはならない。

(26) 再生族は30，軽蔑を甘露のごとく喜ぶベし。なぜならば，軽蔑された者は安楽に眠

るが，軽蔑する者は破滅するからである。 (Cf.ManuSmrti 2.162， 163) 

(27) 怒った者が，祭ろうと31，布施しようと，苦行を行おうと，供物を捧げようと，死

神ヴFアイヴ〉アスヴァタはその一切を奪う。怒る者はむなしく疲労するにすぎない320

(Cf.Hopkins[Great Epicl: p.304， pada of rucira or rucira-type)(音員律Upajati(?))

(28) 最高の神々よ，性器，腹，両腕，四番目に言葉という四種の門が良く守られている

者，その者は夕、、lレマを知る者である。(Cf.MBh.XII.261.27) 

(29) 真実，自制，正直，慈悲，堅固，忍耐に専心し，ヴ、ェーダ学習を常とし，他人を妬む

ことなく，孤独を好む者 (ekanta釘lin)は，上方の世界に赴くであろう。(韻律 UPajati)

(30) 仔牛が(母の)四つの乳房を追いかけるかのように，私は，これらをすべて行って

いるが33，真実よりも清浄なものは，如何なるものも，どこにも知ることはなかった。

24p..K.: utsecane stambha iva B. utsedhanastambha iva Ca. utsecane， jalasarlll!isamipe stambho， v~k~aり/sati 

seke samvardhate品khadisattvat/ (utsecaneとは，水の流れの近くで，という意味であり， stambhaはヌ忙である。

散水があると.校などがあるために(木は)成長する)

25p. suprasasta'1l B.，K.: suprasanna'1l 

26anuyunjakaJ:l Cn. anuyunjakaJ:l， spardhavantaJ:l / (anuyunjakaJ:lとは，嫉妬深い人々のことである)

27 ida'1l sarvam N. ida'1l sarvam， etasya sarvasya phalam / ( rこの一切」とは，この(ヴ、エーダ・苦行・棄却の)

すべての果報である)

諸P.akroω8如an同l品訂va剖n前 n凶邑め耐bhy品mab加u凶dh品dv刊ar吋dha国at舵ebudha功与 B..K.: 品誌k正汀∞ros旬av吋im孟加n同aめ剥b悦h防lya'1ln瓜aめbu凶dha加nbodha符ye吋dbudh叫a油h 1 

29ta酎sm品加nna v四ar吋dha符ye吋da肌nya'1l N. na vardhayed na him与ayet/ (na vardhayetとは，傷つけるべきで、はない， と

いう意味である)

30p. vai dvijadh Bぷ.:pat;lc，lit功

31p. Y句ate B.，K.: yajati 

32p. bhavati B.，K.: bhavati hi (12 syllables) 

33p. sarvan etan B.叩 va'1lScainan K.班 V加 vedan N.剖 ya'1ldama'1l k~am抑 prajñãm ity upak伽 tanva 

catuJ:ls叫lkhyan/ (このすべてとは，真実，自制.忍耐，英知という、あるいは前述(第 28詩節か)の4という数

を) N.は，牛の乳房の数にあわせて rこれらすべて」の行為も4種とみなしているが，第 29詩節には「真実」か

ら「孤1虫を好む」まで9種あげられている。
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(31) 人間たち，そして神々の聞を行きかっている私は，次のことを言いたい。 真実は天

界への梯子で、ある。それはあたかも一方の岸から他方の岸へ行く小船のようである。

(32) 共に住み34，尊敬し，その人のようにありたいと望む人々，人はそのような人にな

るのである。

(33) もし，人が善き人に仕えるならば，あるいは， 悪しき人に仕えるならば、，あるいは，

苦行者に，あるいは，泥棒に仕えるならば，衣が色に支配されるように，その人は彼

らに影響されるであろう。(韻律 Upajati) 

(34) 神々は常に善き人々と共に語り，人間が対象とするものを見るために赴くことはな

い。月は同一ではなく 35，風も同じではない。対象が増減することを知る者が知者で

ある(?)360 (韻律 Up司副i)

(35) 心臓の内部のプルシヤ (hfdayãntarapüru~) が汚れなく存在する時，それが善き人々

の道にいることに神々は歓喜する。

(36) いつも性欲と食欲に喜び，絶えず物を盗み， 言葉乱暴な者たちを，神々は，彼らが

欠点、を離れたと知っても37，遠くから避ける。(韻律 Upajati)

(37) 神々は，何でも食べる，あるいは悪しき行為を行う品位劣った者に満足させられる

ことはない。しかし， 真実を誓約とし，知識の完成し，ダルマに喜ぶ者たちと共に，

(安楽を)分けあうのである380 (韻律 Upajati) 

(38) 沈黙は言葉よりすぐれている，と言われている。 真実を語るならば，その言葉は.

(沈黙に続いて)第二(にすぐれている)。ダルマを語るならば，その言葉は第三であり，

善きことを語るならば，その言葉は第四である。(韻律 Upajati) 

サーディヤ神たちは言った。

(39) この世界は何によって覆われているのか玖 あるいは(人は)なぜ輝かないのか。な

ぜ友人たちを捨てるのか，なぜ天界に赴かないのか。

34p.，B.: samnivasati K. samvivadate 

35nendu与samal_1syad Cn. indur amftamayo 'pi na samaりkif!ltu upacayapacayadharma / tatha vayur apy asama 

eva， mandamadhyamativrabhedat / (月は.甘露からなるとしても同一ではない。そうではなくて満ち欠けを性質と

している。風も同様に同一ではない。緩慢，中間、猛烈の相違があるから)

36uccavacal1) vi号ayaf!ly幼 saveda N. eVal1) sarvaf!l vi号ayamuccavacam upacayapacayavantal1) yo veda sa eva 

veda nanya ity arthal_lパこのようにあらゆる対象は uccavacam、すなわち増械をもつことを知る者，その者こそが

知る者であって、他の者ではない，という意味である)

37p. apetado与お1iti tan viditva， B. apetado号anapi tan viditva K. apetadharman iti tan viditva Cn. 

apetado号加 prayascittenetise号幼/( i欠点を離れた」は，機悔によって.と補われる)

38saf!lbhajante N. saf!lbh勾antesukhaf!l vibhajya sevante / ( i共にする」とは，安楽を分けて享受する，という

意味である)

39ken孟yamaVfto lokaり N. evaf!l cet sarve kutal_l sreya eva nacaranty ity 必ayenapfcchanti keneti / (もしそうな
らば，すべての人々はなぜ幸福に至らないのか，という考えによって i何によって」と尋ねたのである)
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ハンサは言った。

(40) この世界は無知によって覆われている。人は嫉妬のゆえに輝かない。食欲のゆえに

友人たちを捨て，執着のゆえに天界に赴かないのである。

サーディヤ神たちは言った。

(41) バラモンたちの中でひとり喜ぶ者はいったい誰か。多くの者たちと共にいて満足し

てひとり座る者は誰か。力がなくとも力があるひとりの者はいったい誰か。これら(バ

ラモンたち)の中で争いに進まないのはいったい誰か。(韻律Tristubh)

(42) 英知ある者 (praj伽)が，バラモンたちの中でひとり喜ぶ者である。英知ある者が，

多くの者たちと共にいて満足してひとり座る者である。英知ある者が，ひとり力がな

くとも力ある者である。英知ある者が，これら(バラモンたち)の中で(ひとり)争い

に進まないのである。(韻律Tristubh)

サーディヤ神たちは言った。

(43) バラモンの神聖さとは何であり，徳は何であると言われるか。彼らの不徳は何か。

彼らの人間性は何と考えられるか。

ハンサは言った。

(44) 彼らの神聖さはヴ、エー夕、読請で、あり，徳は誓約と言われる。不徳は非難であり，人

間性とは死であると言われる。

ピーシュマは言った400

(45) 以上が(ハンサと)サーディヤ神たちとのよく知られたすぐれた対話である。まこ

とに身体は41もろもろの行為の源であり，真実とは正しいあり方(?)性42である，と

言われている。

[289章]43(B.300章， C.11037・11098，K.306章)

ユディシュティラは言った。

40K.はこの後に以下の2詩節を挿入している。

ity uktva paramo devo bhagav加 nityaavyaya年/

sadhyair devagal) ai~ sardhafj1 divam evaruroha sa~ // 

etad YaSasyamayu号yaIJ1puりyafj1svargaya ca dhruvam / 

darsitafj1 devadevena paramel)avyayena ca /1 

41 k~etrafj1 vai Ca. k号etrafj1.sarjram / (k~etra とは，身体である) Cn. sth凸lasiik~mabhedena dvividham / (粗

大さと枇細さとの相違によって(身体は)2種類である)
42sadbhavaちsatyam N. sadbhãva~ sattamatrafj1 / (sadbhavaは，実在性のみを意味している) Deussen: d出

[ewigl Reale ist die Wahrheit. (p.592) Ganguli: existence or Jiva is truth. (vol.IX，p.373) 
43289章 vv.1-41はEdgertonの英訳がある。 Cf.Edgerton[19651:pp.291-294 
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(1) サーンキヤとヨーガの相違を私に語るベし。一切知者よ44，あなたはすべてを知る

が故に，クル族のすぐれた者よ。

ピーシュマは言った。

(2) サーンキヤに従う者たちはサーンキヤを称賛し，ヨーガに従う再生族たちはヨーガ

を称賛する。(両者とも)自分の立場の高揚のために45種々の方法を用いて46(自分の)

卓越性を語る。

(3) 自在神をもたぬものが47どうして解脱できようか，とこのように，英知あるヨーガ

に従う者たちは，種々の手段を用いて(ヨーガの)卓越性を正しくくのである，敵を悩

ます者よ。 (Cf.YS.1.23)

(4) サーンキヤに従う再生族たちは.(サーンキヤの)手段 (karana)を以下のように正し

く語る。この世界のあらゆる状態を (gat町)認識して，もろもろの対象に執着のなく

なった者は，

(5) 身体(を離れた)後に確実に (suvyaktam)解脱するであろう。それ以外にはない，と。

このように，偉大な英知ある者たちは，解脱の教義であるサーンキヤを説いたので

ある。

(6) (両者の説く解脱の)手段は，それぞ、れの立場において (svapak~e).有力で48有効な

説として受け入れられるべし。識者たちの考えは，識者に尊敬される汝のごとき人々

によって受け入れられるべきで、あるから。

(7) ヨーガに従う者たちは，直接知覚に基き，サーンキヤに従う者たちは，聖典を決定

者としている。私は，この両者とも，真実であると考える，友よ，ユディシュティ

ラよ。

(8) この両者とも識者によって認められる知識であると考えられる，王よ。教義のとお

りに (yathasastram)実行されたならば，最高の境地に導くであろう。

44p. sarv句白a B..K.: dharmaj白a

45svapak~odbhãvanãya vai Cv. (reading bhavanad bhavanaya vai) bhavanat. ihalokabhavanat dhyanat / 

bhavanaya. paralokabhavanaya / (bhavanおとは，この世界における修習によって、すなわち.摂想、によって，

という意味である。 bhavanayaとは，他の世界における修習のために，という意味である)

46p. karanaih B..K.: karanam 

47 anIsvara与 Deussen:einer ohne Gott Ganguli: one that does not believe in the existence of God 中

村 [2000]:無神論者 Edgerton[1965]: the soul (cf. p.291. fn.l) N. ato mok~apradatâ Isvaro 'vasyam astiti 

jfi巴yamiti yoganaf!1 yuktiち/( Iそれ故，自在神は，解脱をもたらす者として，必然的に存在する，と認識すべきで

ある」というのが、ヨーガに従う者たちの論理である) 疑問詞 kathamにoptativeが用いられていることから，こ

の部分は反語表現と理解できる。 Edgerton[1965]のように anIsvaを霊魂と解すると I霊魂はどうして解説できょう

か」となって人の解脱の可古割生が否定されてしまう。

48p..K.: samartham B. samarthe 
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(9) 精神集中による49清浄さ，生き物たちに対する慈悲は両者とも同じである，罪なき

者よ。誓約の保持も同じであるが，見解 (darsana)は同一ではない500

ユディシュティラは言った。

(10) もし，誓約も清浄さも慈悲も同じであるなら，祖父よ5l，なぜ見解も同一にならな

いのか。それを私に語るベし，祖父よ。

ビーシュマは言った。

(11) 執着，迷盲，愛情，愛欲，そして最後に怒り，ヨーガによってまずこの五種の欠点

を52断って53，人々 はその(境地)を(?)獲得する5¥(Cf.Hopkins[GreatEpic]: p.181， 

five faults of a yogi; pp.108-110， 289章 vV.11・62の要約

(12) 大きな魚たちが55網を破って，再び水を得るようのと同様に，ヨーガ行者たちは56汚

れを除いて，その境地 (tatpadarp)を得るのである。

(13) 力ある獣たちが畏を57破って，あらゆる束縛から解放され，障害のない道(?vimalam 

margam)を得るのと同様に，

(14) 力あるヨーガ行者たちは58，王よ，食欲より生じた蛸専を断って，汚れを離れて59，

吉祥な最高の道を行くのである。

(15) 他の力なき獣たちが毘にかかって死ぬのは疑いがない。(ヨーガ行者たちは)ヨーガ

の力がなければ，それと同様となるのは疑いない。 (Cf.Hopkins[1901]:p.349) 

(16) クンティーの子よ，網に入った大魚たちは (jha号劫)力がなければ死ぬ60ように，す

ぐれた王よ，力の大変弱いヨーガ行者たちも同様である610(Cf.Hopkins[1901]: p.349) 

49p. tayor yuktaryt B. tapoyuktaryt K. tayor ekaryt 

50K.は次に以下の行を挿入している。

tayos tu darsanaryt samyak suuk~mãbhãve pras匂yate/ 

51p. pit孟maha B..K.: phalaryt tatha 

52(do号孟npancaitan 五種の yogado~a は. MBh.XII.232.4.266.14には愛欲 kama.怒り krodha.貨w¥lobha. 

恐怖 bhaya.眠り svapnaの五種が挙げられている。ここの五種とは一致しない。

53p. chittvadito B..K.: chittva tato 

54p..B.: prapnuvanti tat K. prapnuvanti te Deussen: jene Frucht. Edgerton: that Absolute Ganguli: Eman 

cipation 第 12詩節 cdに prapnuvanti...tat padaJ1lとあることから.padamを補った。

55canimi号め Ca..Cn..Cs. animi号幼.maぉy品h/ (瞬きしない者たちとは，魚、たちである)

56yogas Cn. yogasabdo・traprayet:Ja mattvarthjyo • cpratyayantaり(Pat:Jini5.2.127) yogipara~ prakaraDaj jñeya~ / 
(yogaという語は，普通，所有を意味する ac接辞(母音)を語尾にも っているので.ここではヨーガ行者 yoginが

意味されていると文脈から理解されるべし)

57vaguraJ1l Ca..Cn.: vaguraryt. pasavatjJ1l snayurajjum / (v匂uramとは，獣のための民の綱を，という意味であ

る)

58p..B.: yog幼K.yogat 

59p. vimalah B..K.: vimalam 

60P..K.: antaJ1l gacchanti B. vadhaJ1l gacchanti 

61 P. tatha yogaり B..K.:yogas tadvat 
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(17) 烏たちが細かな網に達した時 (prpya).敵を殺す者よ，そこで捕われた者たちは死

に，力ある者たちは解き放たれるように，

(18) それと同様に，行為より生じたもろもろの蔚専によって縛られたヨーガ有者たちは，

力なければ死に，力あれば1解放されるのである，敵を苦しめる者よ。 (Cf.Hopkins[19011:

p.349) 

(19) 力の弱い小さな火は，大きな薪を乗せられると消える。力なきヨーガ行者も同様で

ある，威力ある者よ。

(20) その同じ火が風と結びついて62，再び力を得れば，王よ"瞬時に全大地でさえも焼

くであろう。

(21) それと同様に，力が生じ，燃え上がる熱力(吋as)をもち，強大な力をもっヨーガ行

者は，あたかも(世界)終末時における太陽のごとく，全世界を干上がらせるであろう。

(22) 力なき人が川の流れにさらわれるように，王よ，力を失って(対象を)支配できな

いヨーガ行者は.(感官の)もろもろの対象によって連れ去られるのである。

(23) 象が同じその流れを63押し止めるように，それと同様に，ヨーガ行者は，ヨーガの

力を獲得して，多くの対象を粉々にするのである640

(24) 支配されない65，ヨーガの力をそなえたヨーガ行者たちは66，自在に (isvarab).プ

ラジャーパティたち，聖仙たち，神々，そしてもろもろの大元素に入り込むのである，

王よ。

(25) ヤマも，怒ったアンタカ(終末をもたらす者)も，足取りの恐ろしい死も，これら

のすべては，王よ， 量り知れぬ威力 (amita吋as)をもっヨーガ行者を支配することは

ない。

(26) ヨーガ行者は， (ヨーガの)力を得て，パーラタ族の雄牛よ，何千という自分(の身

体)を作り，そのすべてと共に地上を行くであろう。 (Cf.BrahmasutraSankara Bhá~ya 

1.3.27) 

62p..K.: samlrar:tayuta~ B. samlrar:tagata~ 
63p' yatha sroto B..K.: mahasroto 

64vyiihate Cn. vyiihate， vik与ipatitucchikaroti I (vyiihateとは，投げ捨てる，粉々にする，という意味である)

Cv. vyiihate， virodhitaya tarkayati I (vyiihateとは， (対象を)対立するものとして構想する，という意味である)

65 aVaSah Cn. ava謝 1. svatantr~ I ( i支配されない」とは，独立している，という意味である) Cv. aVaSaり.

V時nuvaSめ， mrtyor ava号ava I ( i支配されない」とは，ヴィシュヌ神のカをもっ.あるいは死に支配されない.と

いう意味である)

66p. yoga B.，K.: yogad 
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(27) (ヨーガ行者は)67もろもろの対象を得るであろう。そして再び恐ろしい苦行を行うで

あろう。そして，王よ68 再び(何千という自分たちを)収束するであろう690あたか

も太陽がもろもろの光の糸を拘束ねるかのように。 (Cf.BrahmasutraSankara Bhã~ya 

1.3.27) 

(28) 力の中に住し，職事を支配した71ヨーガ行者には，王よ，解脱の支配者という性質

が72生じる。このことは疑いない。

(29) ヨーガにおけるもろもろの力は，このように私によって述べられた73，人々の主よ。

さらに微妙な (suksmani)もろもろの力を，例をあげて (nidar詞rtham)汝に述べるで

あろう。

(30) 隈想における自己の凝念 (dharana)に関して74，卓越した者よ75微妙な(もろも

の力の)例示を私から聞くべし，パーラタ族の雄牛よ。 (Cf.Hopkins[19011:p.350， 

smadhana) 

(31) 矢を射る者が，注意深く集中して的を射るように，ヨーガ行者は，正しく心を集中

して，解脱を得る。(このことに)疑いはない。

(32) 人が， (頭の上の)油の満ちた器に76心を動かさずに集中して，集中した心をもって

抑制して77梯子を登るように， (cf.MBh.XII.304.22油の器の比除)

(33) そのようにヨーガ行者は，王よ， (心を)動かさずに自己に集中して78，自己を太陽

のごとき汚れなき姿にするのである。

(34) 船頭が，心を集中して，クンティーの子よ，大海にある船を素早く(港の)町に導

くように，王よ79，

(35) そのように，真理を知る者は，ヨーガによって自己の隈想に集中して，この身体を

捨てた後，至I践しがたい境地に達する。 (Cf.Hopkins[19011:p.350， samadhi) 

67p. caiva B..K.: kascit 

68 P. partha B. tata 

69saJ11k与ipet Edger附 1[1965]and he may assemble these (selves) again (in himself) 

70P.，B..K.: tejogul)an Sankara Bhã~ya rasmigal)an 
71 bandhanesasya Cs. bandhanesasya， kamadiniyamanasamarthasya / ( r束縛を支配した者」とは，愛欲など

の抑制に能力のある者である) Cv. bandhane karal)anaJ11 vigrahe， isasya samarth田 ya/ (耕専において、すなわち

諸器官の孤立化において r支配」すなわち能力のある者が，という意味である) N. bandhanesasya， bandhanaJ11 

chettuJ11 samarthasya / ( r瓢専を支配した者」とは，持専を断ち切ることのできる者が.という意味である)

72p， vimok~aprabhavi~l)utvam B.. K.: vimok~e prabhavi~l)utvam 
73p. yoge proktani B..K.: yogapraptani 

74samadhane dharal)aJ11 prati Cn. dharal)a， nabhyadyanyatamadese cittぉyasthirikaral)am / ( r凝念」とは.臓

などいずれか一つの場所に.心を留めることである) Cf.YS 2.29 

75p:cabhibho B.，K.: va bibho 

76snehapurl)e yatha patre Cn. patre， sir拙 dh~te/ ( r器に」とは頭上で保持された器において.という意味で

ある) Edg目ton[1965]:a pot full of oil (carried in his hands) (p.204) 

77p. yatta B.，K.: yukta 

78p. yuktva B.，K.: yuktas 

79p..K.: pa吋hivapattan訂n B.: parthivasattama 
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(36) たとえば，御者が，よき馬たちをつなぎ，心を集中して，弓の射者をすばやく望む

場所に連れて行くように，雄牛のごとき人よ，

(37) そのように，王よ，もろもろの凝念 (dharan品)に集中したヨーガ行者は，すばやく最

高の境地に達する。あたかも射られた矢が的に達するかのごとく。 (Cf.Hopkins[1901]: 

p.350， smadhi， dhararya) 

(38) 自己を自己に帰入せしめて80，不動のヨーガ行者は，魚たちを殺す者が罪を得るか

のように81，不老の境地に達する。

(39) 瞬，喉，頭，心臓，胸，両脇，視覚，触覚，唄覚において，無量の力をもっ者よ，

(40) 偉大な誓約に集中し82，これらの部位に自ら枇細な自己を正しく結びつけるヨーガ

行者は，人々の主よ，

(41) 汚れなき英知をもち83，たちまちに善悪の行為を焼いて，最高のヨーガに至り，望

む時に解脱するのである840

ユディシュティラは言った。

(42) ヨーガ行者は，いかなる食べ物をとり，何に打ち勝って，バーラタ族よ，力を得る

のか，それを貴方は私に語るべし。 (Cf.Hopkins[1901]:p.350， yoga power， bala) 

ピーシュマは言ふった。

(43) 穀物を食べるのに専心し，そして搾り粕 (piryyaka)を食べるのに(専心し)85，もろ

もろの油質の類を避けるのに専心するヨーガ行者は力を得るであろう。

80p. avesyatrnani c品trnãna~ B.，K.: avek与ya... Cn. atrnani ãtrnãna~ pravesya， vrttisariipy田11ty紘tvety

arthah / ( I自己を自己に帰入せしめて」とは，類似したあり方を捨てて，という意味である)

81p. pap剖]1hanteva rninãn~ B.，K.: pãpa~ hanti punitãnã~ Ca. papo hanteva rninanarn iti / yatha papal:J 

papacaro hi~sãrucir rninãnã~ pad~ sthãna~ prapnoty ekacittめ/( I魚たちの悪しき殺害者のように」とは，悪し
き者、すなわち悪行を行う者，すなわち魚たちの殺生に一心にふける者は，魚たちの境地、すなわち状態に達する，

そのように，という意味である)

82rnahavratasarnahital:J Cs. rnahãvrat~ ， brahrnacaryarn / yadva， rnah品vratanisanaぉ吋atoktani(5.43.12)，jna-
na~ ca satya~ ca tapaり sruta~ cetyadini / ( I偉大な誓約」とは，党行である。あるいは，サナトスジャータによっ

て述べられた，知識・真実・苦行 聴聞を始めとする，もろもろの偉大な誓約のことである)(MBh.V.43.12には

おnats吋ataによって 12種の rnahavrataが述べられているが， 12種の中にはjnanaは含まれていない。
83p. arnalapraj品al:J B.，K.: acalaprakhy~ 
84yadicchati virnucyate Cn. yadicchati yoginal:J svecchaya brahrnalokadau garnana~ ， videhakaivalyarn， deha 

dhara早arnceti da凶itarn/ ( I望む時に」とは，ヨーガ行者が自らの願望によってブラフマンの世界に行くこと，す

なわち身体なき独存と身体の保持とが示されている) Cp. yadicchati tada virnucyate" nocet tany eva bhunkte， iti 

bhav油/(望むならば，その時に解脱する。そうでなければそれら(ヨーガの力か?)を楽しむ，という意味である)

Cs. kalpãvasãna~ 出ya jivitu~ saktir副社isucitarn / (彼には却の終わりに生きる能力がある.ということが示され

ている)

85p. ca bhaksane B..K.: ca bharata 
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(44) 長い間，乾燥した麦を86食べ，日に一人を楽しみ87清浄な自己をもっヨーガ行者は

力を得るであろう，敵を制圧する者よ。 (Cf.Hopkins[1901]:p.350) 

(45) 半月間，一月間，そして種々の季節の間，洞穴を放浪しつつ88，牛乳の混ざった水

を飲むならば (pitva)、ヨーガ行者は力を得るであろう。 (Cf.Hopkins[1901]:p.350) 

(46) あるいは，いつもまる一月間的正しく断食して90，清浄な自己をもっヨーガ行者は

力を得るであろう，人々の支配者よ。 (Cf.Hopkins[1901]:p.350) 

(47) 愛欲に打ち勝ち，そして，怒りに，寒暑に，雨に，恐れに，眠りに91，息切れに，人間

的な事に92，そしてもろもろの対象物に打ち勝つて， (cf.Hopkins[1901]: pp.350-351) 

(48) 打ち勝ちがたい怠惰に93，恐ろしい渇愛に，王よ，あらゆる(感官の)接触に94，そ

して打ち勝ちがたい眠気に(打ち勝って)，すぐれた王よ， (cf.Hopkins[1901]: p.350) 

(49) 偉大な者たちは，執着なく，偉大な英知をもち，禅定とヴェーダ学習を身につけ，自

らによって微細なアートマンを輝かせるのである。 (Cf.Hopkins[1901]:p.351， yogin田

mahatman， vitaraga) 

(50) この道は，学識あるバラモンにとっても行くのが難しいと考えられる95。誰もこの道

を楽に進むことはないのである96，パーラタ族の雄牛よ。 (Cf.Hopkins[1901]:p.351) 

(51) それはあたかも，誰か若者が，蛇や断腸のたくさんいる恐ろしい森を，穴があき，

水はなく，進みがたく，刺の多い森を，

(52) (そして)食物もなく 97，森林が多く，火て焼けた樹木カミらなり，盗賊の群れる道を，

楽に(に進むかのようである980

(53) ヨーガ、の道に近づいて， (ヨーガの道に)入る99再生族で，簡単に道をあきらめる者

86yãvakallll・ük~alll Cs. yavakalll. yav加nalll.rük~alll tailagh~tãdirahitarn I ( I乾燥した麦」について，麦とは茄
でた麦である。「車U桑した」とは油やバターなどを欠いている，という意味である)
87p. ekararno B..K.: ekaharo ekararnaは， YえjfiavalkyaSrnれi3.58 (Nirl)aya S品.gara版 p.366)にyati-dharrna

として挙げられている。

88p. pak号お1rnasan ~tülllS citran salllcaraqJs ca guhas ta出品 B.，K.: pak号品nrnおお1l"tUlllS caitan salllvatsaran ahas 
tatha 

89p. rnasarn B..K.: rnarnsarn 

90upo~ya Cn. upo号ya.tyaktva I ( I断食して」とは， (肉 rnalllsaを)捨てて，という意味である)
91 P. nidrarn B..K. sokarn 

92p. P叫問符III B.，K.: pauru号加

93aratilll Cp. aratirn，剖asyarnI (訂瓜iとは怠惰である)

94p. spar長ns訂 Vおl1s B.，C.，K.: sparsalll nidralll 

95p..K.: rnata与pantha B. rnahapantha 

96p.，K.矢田kaScid vr勾atihy asrnin k~ernel)a B. y幼 kascidvrajati hy asrnin k~erne早a B.の読みならば.次の
51， 52詩節とつながるo すなわち Iこの道を喜んで進む者は、あたかも，若者が，喜んで，以下のような (51，52 

詩節に描写されるような)進むに困難な道を行くが如しである」という意味になろう。 Rのように読むと， ksernena 

が，第 50詩節ではnaと連動して「誰も楽に進めない」と否定的になるが第 51.52詩舗では、否定辞がないので

反対に「楽に進む」となる。

97p. abhaktarn C. abhakSarn 

98k号erneぐlabhipatedyuva P.50cのように nakaScid vr勾atihy asrnin k~ern切a と読むと， k~arnena hi pated yuva 
( r若者が辛抱して進むかのようにJ)と読む G1写本の読みがわかりやすい。
99p. bh司ate Bよ..K.:vrajate 
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は，罪多きもの (bahudo~a) と伝えられている。 (Cf.Hopkins[1901]: p.351， bahudo符)

(54) 対也の主よ，鋭し剃刀の上に立つのはたやすい，大地の王よ。しかし，しかし自己の完

成していない人々が，ヨーガの臆念 (dhararya)に住するのは難しい1000 (Cf.Hopkins[1901]: 

p.351) 

(55) 誤った凝念は，清浄ならざる (nおubham)道に導く。海で水先案内人のいない船が

人々を海に導くかのように，王よ。

(56) しかし，クンティーの子よ，規範どおりにi疑念に住する者は，生死，苦楽を解き放

つのであるいrimuncati)。

(57) 以上述べられたことは，ヨーガの種々の聖典に述べられている。 (cf.YS1.1 atha 

yoganuzasanam)しかし，完全な最高のヨーガは10l，再生族において定まっている。

(58) すなわち，偉大にして至高なるかのブラフマンに，偉大な者よ102，支配者ブラフ

マー神に，恩寵を与えるヴィシュヌ神に，シヴ、ア神に，夕、、yレマに，六面の神(ヴァル

ナ)に，六人のブラフマー神の息子に103，偉大な子孫たちに104，(韻律 Upajati)

(59) 悪しきタマスに，強大なラジャスに，清浄なサットヴァに，最高のプラクリティに，

ヴァルナの妻である女神シッディに105，全j威力に，強大な堅固さに，

(60) 清浄な星を伴う人々の王に106，ヴィシュヴァデーヴ、ア神，蛇たちに，祖霊たちに，

すべての岩々に，恐ろしい大海たちに，すべての川に，水を保つ (savanan)雲たちに，

(韻律 Upajati)

(61) 蛇に，山に，夜叉の群れに，方位に，ガンタゃルヴ、アの群れに，男に，女に，偉大な

大きな自己をもっヨーガ行者は，順番に107到達して入り込むであろう。そして時をお

かずに (nacirat)解脱するであろう。(韻律 Upajati)

100同音の (ksura)dharaとdharan孟が対比されている。同じ dharaでも一方は簡単で，他方は困難という対比に

なっている。

IOlp. para~ yoga~ tu yat kflsn剖11 B.，K.: para~ yogasya yat krtya~ 
102p. para~ hi tad brahma m油anmahatman B.，K.: para~ hi tad brahmamaya~ mahatman Cv. (reading para~ 

mahad brahma mahan mahatman) he mahatman yudhi号lhira，param uttaram， tat yogakausal誌hy剖nbr油mavedaち/

yogasya vedasaratvad v巴'datvamI (he mahatmanとは，ユディシユティラよ，という意味である。 paramとは最高

者という意味である。それは，ヨーガに通じたる者と呼ばれるブラフマンであり，ヴ、エー夕、、で、ある。ヨーガはウゃエー

ダの核であるから，ヴ、エータやである)

103p..K.: 号付brahmaputraJ:t B. yadbrahumaputraJ:t Cs. 号adbr油 maputraか maricyatryangirasapulastapulaha 
kratur iti sa~bhavaparva~y ukt幼 (MBh.1.59.10)I ( I六人のブラフマー神の息子」は.マリーチ，アトリ，アンギラ

ス，プラスタ，プラハ，クラトゥであると，起源の章において述べられている)

104mahanubhavan Cn. mahanubhavan， r~abhakapilãdln I (1偉大な子孫たち」とは，リシャバ，カピラなど

である)

105varu~asya patnï~ Cp. v訂u~asyapatnim， varu~ãyatt~ siddhim I ( Iヴアルナの妻)とは、ヴアルナに依存
するシッディである

106p. narãdhipa~ vai vimala~ satãra~ B.，K.: tarãdhipa~ khe vimala~ satãra~ 
107p.，B. parasp町a~ K. parat para~ 
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